
鵬β
Nα618

“、
㌔

a
炉

◎ NOV．2002

薩11月

発行　宮崎県東臼杵郡東郷町・編集　企画調整課TEL（0982）69－3901
　　〒883－0192宮崎県東臼杵郡東郷町大字山陰丙1374番地
印刷　（有）是沢印刷　日向市本町TEL（0982）52－2567

初秋の風景……坪谷牧水公園歌の小径から楠森塚（マメトビ山）を望あ

毒＿→

第4計いきいき健康まつり……2ページ

第20回東郷町産業文化祭……3ページ

尾鈴短歌会…・……

認定農業者…・……

さくら館だより…・・

保健だより…・…・…

…………・…・ Tページ

…・…………・ Uページ

………・…… Vページ

……・…… W・9ページ

妻
が
眼
を
盗
み
て
飲
め
る
酒
な
れ
ば

倥
（
あ
わ
）
て
飲
み
む
せ
鼻
ゆ
こ
ぼ
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

URL：http：／／www．town．togo．miyazaki．lp　　E－mail：kikaku＠town．togo．miyazakLjp



蝦ど画こう②

回東

闘翻り」

　
い
き
い
き
健
康
・
す
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
町

蘇
灘
擁
野
離

　
　
　
　
体
力
・
健
康
測
定
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
若
い
人
や
高
齢
者
の
方
々

が
　
霧
の
白
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
歌
手
の
橋
幸
夫
さ
ん
を
講
師
に

迎
　
　
　
「
実
母
の
介
護
体
験
を
通
し
て
実
感
し
た
こ
と
」
と
題
し
て
の

講
演
菰
行
わ
れ
、
橋
さ
ん
の
歌
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
の
方
は

終
始
一
一
雪
ニ
コ
顔
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
健
康
の
秘
訣
は
、
笑
顔
が

一
番
濾
な
あ
～
と
感
じ
る
一
日
で
し
た
。

鉱
、

幽

麟

蝋燕

凝．
き

冠移
難

「赤ちゃんハイハイ競走」

、
護

、
酸

晦
慧

藝
ヲ

　　　　「講演を行う橋幸夫さん」　　　　　　　　　　　　「体力・健康測定コーナー」

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係（⑲3901まで〉
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冠

漕

！」、箋註交運動
秘軸不ソフトボー｝V播

ハ
紹
有
し
ま
惹

　
－
．
書
ヒ
き
章
§
馨
馨
尊
薯
・
註
一
守
．
養
茎
§
蓄
垂
一
㍉
ミ
．
華
ミ
箋
翼
弘

　
先
の
9
月
議
会
で
、
次
の
方
々

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
（
再
任
）

鷲
♪金

イ

黒
木
邦
寛
さ
ん
（
寺
迫
）

二
期
目

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
（
再
任
）

植
野
　
誠
さ
ん
（
寺
迫
）

四
期
目

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係㊥．3901まで〉

．
蒙

〃

日
向
之
国
　
下
川
流
域
目
俗
芸
能
加
示

．蓑嚢」

～
爾
で

、
＼
型

．
謙
譲

奪
琴

　
9
月
2
1
日
（
土
）
、
日
向
之
国
耳

川
流
域
民
俗
芸
能
祭
が
日
向
市
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

流
域
8
市
町
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
伝
承
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
か
ら
は
、
羽
坂
神
楽

保
存
会
が
参
加
し
て
、
見
事
な
神

楽
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
羽
坂
地
区
の
秋
祭
り
な
ど
で
奉

納
さ
れ
る
神
楽
も
、
今
回
は
場
所

や
雰
囲
気
な
ど
が
違
い
、
保
存
会

の
人
も
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
が
、
い
ざ
笛
と
太
鼓
が
な
り
始

め
る
と
、
会
場
は
神
楽
独
特
の
荘

厳
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
羽
坂
神
楽
保
存
会
の
み
な
さ
ん
、

ど
う
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。

9
●
《
ー

ハ、
、

q
う

ど敷〃　
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中
学
鮫
英
語
暗
諦
弁
論
大
（
岩

㊥
2
灘

竃

　
1
0
月
1
日
（
火
）
、
日
向
・
東
臼
杵

南
部
地
区
中
学
校
英
語
暗
論
弁
論

大
会
が
日
向
市
日
豊
屋
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
坪
谷
中

学
校
の
矢
野
晴
香
さ
ん
（
3
年
）
が
弁

論
の
部
に
、
矢
野
新
大
さ
ん
（
3
年
）

が
暗
諦
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。
晴

香
さ
ん
は
最
優
秀
賞
に
、
巨
大
さ
ん
◆

は
優
秀
賞
と
二
人
と
も
素
晴
ら
し
い

成
績
を
収
め
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
晴
香
さ
ん
は
1
0
月
8
日
（
火
）

に
行
わ
れ
た
第
5
4
回
宮
崎
県
中
学

校
英
語
暗
請
弁
論
大
会
（
県
立
図
書

館
で
開
催
）
の
弁
論
の
部
に
出
場
し
、

出
場
者
2
9
名
で
最
優
秀
賞
の
5
位
に

入
賞
す
る
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
本

人
の
努
力
と
先
生
の
指
導
の
賜
だ
と

思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
1
1
㍉

第
2
9
回
匂
刊
デ
イ
リ
ー
社
「
明
邑
U
社
（
言
言
」
受
賞

　
夕
刊
デ
イ
リ
ー
新
聞
社
が
毎
年
行

っ
て
い
る
「
夕
刊
デ
イ
リ
ー
明
る
い
社

会
観
」
に
小
野
田
大
谷
地
区
の
「
大
谷

川
を
守
る
会
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
1
0

月
4
日
（
金
）
に
延
岡
市
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
個
人
H
名
、
団
体
が
大
谷

川
を
守
る
会
を
含
め
1
0
団
体
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
谷
川
を
守
る
会
」
は
、
平
成
8

年
に
設
立
さ
れ
「
ホ
タ
ル
の
す
む
里
づ

く
り
」
を
大
き
な
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、

カ
ワ
ニ
ナ
の
放
流
活
動
を
推
進
し
、

ご
み
不
法
投
棄
防
止
看
板
を
設
置
す

る
な
ど
の
活
動
を
地
区
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
河
川
愛
護
、
環
境
保
全
と
い
っ
た

活
動
に
加
え
、
夏
祭
り
や
地
域
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
す
る
姿
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

東
豆
蒔
郡
目
生
国
員
回
申
誓
貝
プ
ロ
，
ウ
別
轟
轟
（
岩

　
1
0
月
1
6
日
（
水
）
、
町
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
東
臼
杵
郡
内

町
村
の
民
生
委
員
児
童
委
員
約
3

0
0
名
が
参
．
加
し
て
の
ブ
ロ
ッ
ク

別
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

信
条
朗
読
な
ど
の
開
会
行
事
に
続
き
、

小
林
町
長
が
「
牧
水
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
と
題
し
て
、
歌
人
牧
水

を
主
眼
と
し
た
本
町
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
話
を
行

い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
四
つ
の
分
科
会
に

そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
高
齢
者
や
児

童
母
子
、
生
活
や
障
害
に
つ
い
て

の
事
例
発
表
や
問
題
協
議
を
行
い
、

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
の
識

見
を
深
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

一晒w一柵一晒w躍麟一wじw麟一
短
歌
尾
鈴
短
歌
会

朝
霧
に
む
べ
の
実
あ
ま
た
光
り
を
り

な
が
つ
き
の
日
々
色
づ
き
始
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

独
り
居
は
心
の
曇
る
と
き
あ
り
て

用
な
き
昼
の
町
廻
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

娘
の
く
れ
し
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
慣
れ
る
な
く

今
日
も
吾
は
鍋
を
こ
が
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

天
敵
の
蛇
に
食
は
る
る
ひ
き
蛙

生
き
る
命
の
は
か
な
さ
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
浦
薗
男

載
き
し
歌
集
一
二
月
一
を
読
み
終
え
て

生
き
る
せ
つ
な
さ
を
吾
は
思
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

除
草
剤
撒
き
て
も
絶
え
る
こ
と
の
な
き

鱗
繰
鐸
鑑

　
　
　
　
．
．
喜
拷
．
．
ξ
奮
藤
キ
ヌ
子

友
は
死
を
告
知
ざ
れ
た
る
如
く
生
き

迷
ふ
な
く
黄
泉
の
路
を
選
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

母
の
手
の
幾
度
触
れ
し
か
姫
鏡
台
に

母
に
似
て
来
し
吾
が
顔
写
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

孫
連
れ
て
来
た
る
流
れ
に
石
滑
ら
せ
る

河
原
に
赤
ト
ン
ボ
の
翔
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

わ
が
座
る
仏
間
の
畳
丈
ず
れ
て

祈
り
続
け
し
平
安
の
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
占
市

四
年
も
の
長
き
月
日
を
土
に
生
き

蝉
は
七
日
の
命
終
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

と
き
め
き
て
友
ら
と
作
る
押
し
花
の

花
を
求
め
て
山
路
を
た
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

牧
水
の
生
家
は
雨
戸
閉
ま
り
み
て

雨
の
坪
谷
を
君
の
嘆
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整日商］二観光1系⑲3901日目〉
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今
月
は
寺
迫
の
黒
木
正
敏
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

⑬
　　
　
　
　
○
現
況
と

　
　
　
　
　
今
後
の
経
営

　
　
　
　
　
現
在
は
、
プ
ロ
イ

春
．
　
　
　
　
ラ
ー
の
生
産
を
中
心

　
　
　
　
に
経
営
を
行
っ
て
い

　
　
　
　
ま
す
。
高
校
を
卒
業

．
業

　
　
　
　
と
同
時
に
就
農
し
、

　
　
　
　
両
親
と
一
緒
に
み
か

．曲

J
謙
撫

窮
　
　
　
　
規
模
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー

　
　
　
　
3
棟
と
水
稲
5
0
a
と

調
』農i叢xi雪

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
飼
育
技
術
に
磨
き

を
か
け
年
間
成
績
の
安
定
と
共

に
、
有
機
農
業
と
い
う
新
し
い

も
の
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
＝
月

　
今
回
は
、
庭
田
の
黒
木
正
敏

さ
ん
を
、
自
宅
訪
問
し
取
材
し

ま
し
た
。
正
敏
さ
ん
は
、
昭
和

47

N
に
学
校
を
卒
業
と
同
時
に

後
継
者
と
し
て
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

就
農
時
は
、
両
親
が
経
営
さ
れ

て
い
た
み
か
ん
（
2
㎞
）
和
牛
（
3

頭
）
、
水
田
（
9
0
a
）
を
教
わ
り

な
が
ら
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
、

み
か
ん
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て

い
て
正
敏
さ
ん
の
所
も
、
美
々

津
開
パ
事
業
よ
り
早
く
農
業
構

造
改
善
事
業
で
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
み
か
ん
生
産
を
経
営
の

柱
と
し
て
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
が
、
昭
和
5
9
年
に
ブ
ロ
イ
ラ

ー
経
営
を
仲
間
5
名
と
一
緒
に

始
め
ら
れ
、
鶏
舎
3
棟
で
の
飼

育
で
し
た
。
当
時
と
し
て
は
珍

し
い
、
2
階
建
の
鶏
舎
1
棟
と

平
屋
1
棟
で
夏
場
は
1
棟
当
り
8
、

0
0
0
羽
、
冬
場
1
0
、
0
0
0

羽
を
年
間
4
、
5
回
転
約
1
3
0
、

0
0
0
羽
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
育
は
初
め
て

の
こ
と
で
あ
り
、
会
社
の
技
術

員
の
指
導
の
教
え
で
一
生
懸
命

取
り
組
ん
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
当
時
は
、
価
格
も
よ
く
や
り

が
い
は
あ
っ
た
が
、
始
め
て
2

～
3
年
後
に
伝
染
病
等
で
苦
労

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
、
当

時
を
思
い
出
さ
れ
て
話
し
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。
6
1
年
に
み
か

ん
栽
培
は
中
止
さ
れ
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
を
柱
と
し
た
経
営
を
、
正

敏
さ
ん
を
中
心
に
両
親
と
今
日

ま
で
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
始

め
た
頃
の
ヒ
ナ
は
、
病
気
、
飼

育
環
境
に
も
強
か
っ
た
。
し
か
し
、

飼
育
期
間
が
6
5
日
位
か
か
っ
て

い
た
。
現
在
は
、
ヒ
ナ
の
改
良

も
進
み
、
増
体
も
早
く
5
5
一
位

で
出
荷
と
な
る
が
ヒ
ナ
が
弱
く
、

そ
の
対
策
と
し
て
の
整
備
が
大

変
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
特

に
夏
場
の
換
気
が
大
変
で
、
今

は
換
気
扇
も
大
き
く
数
も
増
や

し
て
や
っ
て
い
る
が
、
育
成
率

が
9
0
％
位
し
か
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
、
臥
龍
の
少
な
い
夏
場

は
経
営
的
に
も
大
変
で
あ
る
と

飼
育
の
難
し
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

育
成
率
を
9
5
～
6
％
に
は
保
っ

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
そ

れ
に
は
、
ま
だ
ま
だ
鶏
舎
の
整

備
改
善
を
し
て
、
飼
育
技
術
を

高
め
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
正
敏
さ
ん
の
夢
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
は
続
け
る
が
水
田
、
畑
で

有
機
野
菜
に
取
り
組
み
た
い
と

の
こ
と
で
す
。
特
に
何
か
の
果

樹
を
有
機
で
や
っ
て
み
た
い
と

の
こ
と
。
　
「
野
草
を
利
用
し
た

堆
肥
」
を
作
り
、
誰
で
も
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
作
り

た
い
。
外
国
か
ら
の
輸
入
に
対

抗
す
る
に
は
、
有
機
農
業
し
か

な
い
と
信
念
を
も
っ
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
人
の
健
康
を
考

え
自
分
が
責
任
を
持
っ
て
農
産

物
を
作
る
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

考
え
が
あ
る
限
り
未
来
が
あ
る

と
思
い
、
強
い
支
援
が
必
要
と

考
え
つ
つ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

書
置
だ
港

　
9
月
期
及
び
1
0
月
期
子
牛
セ

リ
市
の
本
町
か
ら
の
出
荷
分
の

結
果
及
び
最
高
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
（
非
売
を
除
く
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
百
〕
ハ

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
旦

　
雌
平
均
4
0
6
，
6
8
4
円

　
去
勢
平
均
　
4
4
8
，
1
1
6
円

　
合
計
平
均
　
4
2
5
，
3
2
8
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
羽
坂
福
永
真
澄
か
つ
ふ
く
2
9
号

　
血
統
　
葛
桜
・
安
平
・
糸
晴

　
3
2
1
日
令
　
2
9
9
㎏

　
　
　
　
　
　
7
1
8
，
2
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
坪
谷
　
那
須
謙
一
　
北
国
三
号

　
血
統
　
安
平
・
北
国
7
の
8
・
秀
安

　
2
7
9
日
令
　
3
3
0
㎏

　
　
　
　
　
　
5
2
3
，
9
5
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
　
1
5
頭

　
雌
平
均
3
3
2
，
8
5
0
円

　
去
勢
平
均
　
4
1
0
，
5
5
0
円

　
合
計
平
均
　
3
6
9
，
1
1
0
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
寺
迫
　
黒
木
萬
好
　
く
み
5
4
号

　
血
統
　
安
平
・
隆
桜
・
秀
安

　
3
2
7
日
令
　
2
6
7
㎏

　
　
　
　
　
　
4
2
4
，
2
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
庭
田
　
高
瀬
利
喜
三
　
福
耳
号

　
血
統
　
福
桜
・
安
平
・
隆
美

　
2
7
7
日
令
　
2
8
2
㎏

　
　
　
　
　
　
4
6
4
，
1
0
0
円
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・
《
ー

ハ、
、

亀
う

ど留班

さ
く
あ
館

　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

　
　
　
　
倉
6
9
－
3
1
7
1

11

獅
ﾌ
蛍
闘
行
三

四
D
V
D
上
映
会

　
9
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の

「
幸
せ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

「
ガ
リ
バ
ー
の
冒
険
」

東
郷
町
産
業
文
化
祭

　
囲
碁
大
会

▽
日
時
　
1
1
月
1
0
日
（
日
）

　
午
前
9
時
受
付

　
午
前
9
時
3
0
開
会

　
午
後
3
時
3
0
分
閉
会

▽
場
所
　
町
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

　
大
会
に
参
加
希
望
の
方
は
役

場
議
会
事
務
局
矢
野
ま
で
お
申

込
み
下
さ
い
。

・
申
込
期
限
　
H
月
1
日
（
金
）

・
参
加
料
1
0
0
0
円

さ
く
ら
館
の
休
館
日

11

獅
S
日
・
1
1
日
・
1
8
日
・
2
3
日
・

25

一
般
図
書

F

　
　
・
深
川
駕
籠
　
　
　
　
山
本
一
力

　
　
　
年
越
し
の
余
興
に
駕
籠
か
き
の

　
　
新
太
郎
と
飛
脚
の
勘
助
が
走
り
比

　
　
べ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
が
て
、

　
　
こ
の
話
が
盛
り
上
が
る
う
ち
に
次
々

　
　
と
参
加
者
が
集
ま
り
、
勝
ち
札
ま

　
　
で
出
る
始
末
に
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を

　
　
聞
き
つ
け
た
同
心
大
野
が
小
遣
い

　
　
ほ
し
さ
に
罠
を
仕
掛
け
…
。

　
　
・
パ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
　
　
吉
田
修
一

　
　
　
停
車
し
て
し
ま
っ
た
日
比
谷
線

　
　
の
中
で
、
間
違
っ
て
話
し
か
け
た
見

　
　
知
ら
ぬ
女
性
。
知
り
合
い
の
ふ
り

　
　
を
し
て
く
れ
た
彼
女
は
同
じ
駅
で

　
降
り
…
。
東
京
の
ド
真
ん
中
「
日
比

　
谷
公
園
」
を
舞
台
に
男
と
女
の
「
今
」

　
を
リ
ア
ル
に
描
く
、
第
1
2
7
回

　
芥
川
賞
受
賞
作
。

　
　
・
魂
の
傷
痕

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
リ
ー
著

　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
啓
明
　
訳

　
　
ク
イ
ン
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
父

　
の
自
殺
も
乗
り
越
え
ら
れ
た
。
か

　
け
が
え
の
な
い
友
が
い
た
か
ら
。

　
だ
が
、
ひ
と
り
の
女
性
と
一
発
の
銃

　
声
が
全
て
を
壊
し
て
い
く
：
・
。
悪

　
漢
小
説
、
成
長
小
説
・
青
春
小
説

　
を
融
合
し
た
大
作
ミ
ス
テ
リ
ー
。

　
　
・
エ
フ
ェ
ソ
ス
白
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
樹
の
ぶ
子

　
　
　
ア
カ
ソ
ト
ス
の
匂
い
と
と
も
に

　
現
れ
た
人
妻
、
舞
由
子
。
大
学
教

難
授
の
峰
は
、
彼
女
と
ト
ル
コ
の
遺
跡
・

　
エ
フ
ェ
ソ
ス
の
地
で
、
ア
ル
カ
イ
ッ
ク

灘
　
な
ひ
と
夏
を
過
ご
す
。
時
空
を
越

　
え
た
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
恋
を
描
く
、

高
樹
文
学
の
世
界
。

そ
の
他

・
こ
の
命
、
何
を
あ
く
せ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
城
山
三
郎

・
海
辺
の
カ
フ
カ
上
下

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
春
樹

．
7
ユ
避
。
・
ぎ
ロ
〇
四
＝

　
　
　
　
　
　
田
ロ
ラ
ン
デ
ィ

・
黒
竜
の
枢
　

上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
北
方
謙
三

・
さ
ら
ば
、
ベ
ル
リ
ン
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
セ
ブ
・
キ
ャ
ノ
ン

・
あ
か
ん
べ
え
　
　
宮
部
み
ゆ
き

・
S
倉
迷
妄
通
信
　
　
与
野
頼
子

・
冒
険
者
カ
ス
ト
ロ
　
佐
々
木
譲

・
毒
味
役
　
ピ
ー
タ
ー
・
エ
ル
プ
リ
ン
グ

・
最
後
の
記
憶
　
　
　
綾
辻
行
人

・
じ
一
さ
ん
の
武
勇
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
真

・
夏
雲
あ
が
れ
　
　
　
宮
本
昌
孝

・
葬
送
　
第
1
部
　
第
2
部

　
　
　
　
　
　
　
平
野
啓
一
郎

・
凍
る
タ
ナ
ト
ス
　
　
柄
刀
　
一

・
魔
神
の
遊
戯
　
　
　
島
田
荘
司

・
た
っ
た
一
つ
の
父
の
宝
物

　
1
あ
る
ロ
シ
ア
父
娘
の
物
語
一

　
　
　
　
　
ア
ン
ド
レ
イ
・
マ
キ
ー
ヌ

・
ト
ム
・
ゴ
ー
ド
ン
の
恋
し
た
少
女

　
　
　
　
　
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ

・
老
い
て
こ
そ
人
生

　
　
　
　
　
　
　
石
原
慎
太
郎

・
校
庭
に
、
虹
は
落
ち
る

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

・
天
国
ま
で
も
う
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
・
ナ

児
童
図
書

・
歌
う
ね
ず
み
ウ
ル
フ

　
　
　
デ
ィ
ッ
ク
・
キ
ン
グ
ー
ー
ス
ミ
ス
作

　
　
　
　
　
　
　
三
原
　
口
訳

　
1
3
匹
兄
弟
の
末
っ
子
ち
び
ね
ず

み
ウ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
・
マ
ウ
ス
・
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
と
て
も
き
れ
い
な

声
で
歌
え
る
才
能
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
ピ
ア
ノ
が
上
手
な
老
婦
人

の
ハ
ニ
ー
ビ
ー
サ
ン
は
、
ウ
ル
フ
と

お
近
づ
き
に
な
る
た
め
に
あ
る
計

画
を
思
い
つ
き
…
。
（
小
学
校
中
学

年
向
き
）

・
び
り
っ
け
つ
の
ピ
ッ
ケ

　
　
　
　
　
　
山
口
　
理
　
作

　
　
　
　
　
　
矢
島
真
澄
　
絵

　
あ
る
と
こ
ろ
に
、
と
て
も
恐
が

り
の
男
が
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
男
の

と
こ
ろ
に
、
突
然
現
れ
た
悪
魔
の

ピ
ッ
ケ
。
ピ
ッ
ケ
は
男
に
「
あ
ん
た

の
魂
を
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
持
ち
か

け
ま
し
た
。
ド
ジ
な
悪
魔
と
臆
病

な
男
の
ち
ょ
っ
と
笑
え
る
お
話
。
（
小

学
校
低
学
年
向
き
）

そ
の
他

・
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト

　
雨
の
日
の
ぼ
う
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
ス
・
パ
ー
ク
作

・
幼
児
の
た
め
の
よ
み
き
か
せ

　
お
は
な
し
集
6
　
　
西
本
鶏
介

・
き
つ
ね
和
尚
と
大
フ
ク
ロ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
富
安
陽
子

・
動
く
お
り
が
み
（
新
お
り
が
み
ラ
ン
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
　
布
施
知
子

・
鶴
の
お
り
が
み
（
新
お
り
が
み
ラ
ン
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
　
布
施
知
子

・
異
次
元
の
怪
奇
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
野
々
村
薫

・
学
校
の
七
不
思
議
ミ
ス
テ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
由
惟

え
ほ
ん

・
わ
た
し
は
バ
レ
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ス
作

　
　
　
　
　
　
松
田
素
子
　
訳

　
バ
レ
エ
が
好
き
な
テ
リ
ー
と
い

っ
し
ょ
に
踊
ら
な
い
？
　
白
鳥
の
湖
、

く
る
み
割
り
人
形
、
そ
れ
と
も
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス
。
く
る
く
る
ん
！
ト

ゥ
ー
ラ
ラ
ラ
、
ジ
ャ
ー
ン
プ
！
ほ
ら

あ
な
た
も
す
て
き
な
バ
レ
リ
ー
ナ
！

あ
こ
が
れ
の
世
界
に
夢
が
ふ
く
ら

む
絵
本
。
（
幼
児
向
き
）

・
ワ
ニ
く
ん
の
ふ
し
ぎ
な
よ
る

　
　
　
　
み
や
ざ
き
ひ
ろ
か
ず
作
絵

　
夜
空
を
見
て
い
た
ワ
ニ
く
ん

の
目
の
前
に
、
突
然
宇
宙
人
が

現
れ
た
。
勝
手
に
家
に
あ
が
り

こ
み
、
く
つ
ろ
ぐ
宇
宙
人
に
、

ふ
り
ま
わ
さ
れ
っ
ぱ
な
し
の
ワ

ニ
く
ん
で
す
が
…
。
ほ
の
ぼ
の

と
温
か
い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵
本
（
幼

児
向
き
）

そ
の
他

・
こ
わ
く
な
い
よ
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な

　
　
　
　
　
マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー
作

・
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
が
で
き
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぼ
り
え

・
く
ら
や
み
の
か
み
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
知
子

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
、
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高
山
　
元
さ
ん
（
東
郷
小
1
年
）

黒
木
靖
史
さ
ん
（
東
郷
中
1
年
）

健
康
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

　
夏
休
み
期
間
中
に
募
集
し
た
、

健
康
短
歌
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た
。
審
査
は
、

短
歌
を
尾
鈴
短
歌
会
の
本
多
茂
雄

氏
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
宮
崎
市
在
住

の
画
家
大
上
敏
男
氏
に
依
頼
し
て

行
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
の
表
彰
は
、
1
0
月
6
日

の
「
第
4
回
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

健
康
短
歌
入
賞
者

【
特
　
選
】

「
健
康
を
願
っ
て
母
は
夕
食
に

き
ら
い
な
野
菜
変
身
さ
せ
る
」

岩
見
　
遼
さ
ん
（
東
郷
小
5
年
）

【
準
特
選
】

吉
田
佑
太
さ
ん
（
坪
谷
中
2
年
）

山
口
頒
太
さ
ん
（
東
郷
小
5
年
）

【
入
　
選
】

寺
原
茉
由
さ
ん
（
東
郷
小
1
年
）

黒
木
　
優
さ
ん
（
東
郷
中
1
年
）

海
野
真
弥
さ
ん
（
坪
谷
中
3
年
）

●
歯
の
健
康
に
関
す
る
も
の

【
最
優
秀
賞
】

寺
原
　
礼
さ
ん
（
坪
谷
中
3
年
）

【
優
秀
賞
】

那
須
好
未
さ
ん
（
東
郷
小
3
年
）

【
入
　
賞
】

三
浦
　
梢
さ
ん
（
東
郷
小
2
年
）

水
野
あ
ゆ
み
さ
ん
（
坪
谷
小
4
年
）

●
禁
煙
に
関
す
る
も
の

【
最
優
秀
賞
】

福
田
依
代
さ
ん
（
東
郷
中
2
年
）

【
優
秀
賞
】

水
野
有
美
さ
ん
（
坪
谷
中
3
年
）

【
入
　
賞
】

川
村
瑞
季
さ
ん
（
福
瀬
小
2
年
）

那
須
貴
大
さ
ん
（
東
郷
小
5
年
）

●
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
に

　
関
す
る
も
の

【
最
優
秀
賞
】

海
野
真
弥
さ
ん
（
坪
谷
中
3
年
）

【
優
秀
賞
】
・
：

矢
野
綾
香
さ
ん
（
坪
谷
中
2
年
）

【
入
　
賞
】

日
高
優
美
さ
ん
（
坪
谷
中
2
年
）

小
谷
あ
か
り
さ
ん
（
山
陰
保
育
園
）

●
栄
養
・
食
生
活
に
関
す
る
も
の

【
最
優
秀
賞
】

斧
瓢
箪
さ
ん
（
東
郷
小
3
年
）

【
優
秀
賞
】

三
浦
若
奈
さ
ん
（
東
郷
小
5
年
）

【
入
　
賞
】

菊
池
堅
雪
帆
さ
ん
（
東
郷
小
5
年
）

原
田
将
平
さ
ん
（
東
郷
小
3
年
）

●
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
も
の

【
最
優
秀
賞
】

谷
口
　
平
さ
ん
（
東
郷
小
5
年
）

【
優
秀
賞
】

黒
田
　
茜
さ
ん
（
坪
谷
中
3
年
）

【
入
　
賞
】

福
田
拓
矢
さ
ん
（
東
郷
小
2
年
）

横
山
果
菜
恵
さ
ん
（
坪
谷
小
1
年
）

●
体
力
増
進
に
関
す
る
も
の

【
最
優
秀
賞
】

鈴
木
美
咲
季
さ
ん
（
東
郷
小
5
年
）

【
優
秀
賞
】

小
川
美
早
さ
ん
（
東
郷
小
6
年
）

【
入
　
賞
】

黒
木
　
涼
さ
ん
（
寺
迫
小
3
年
）

福
田
智
代
さ
ん
（
東
郷
小
6
年
）

　
．
－
メ
．
ヒ

薗

呉β
今

　
，
¢
．

寺原礼さんのポスター

秋
期
ポ
リ
オ
予
防
接

種
（
経
口
接
種
）
を
受

け
ま
し
ょ
う

　
ポ
リ
オ
は
小
児
マ
ヒ
と
呼
ば
れ
、

わ
が
国
で
も
過
去
、
流
行
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
防
接
種

の
効
果
で
現
在
国
内
で
の
自
然
感

染
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
現
在
で
も
東
南
ア
ジ
ア
や

中
国
な
ど
で
は
流
行
も
あ
り
、
日

本
に
入
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
予
防
に
は
、
乳
幼
児
期
に

弱
毒
性
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
2
回
、

経
口
接
種
し
て
免
疫
を
つ
け
て
お

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ

　
平
成
1
3
年
度
に
予
防
接
種
の
改

正
が
な
さ
れ
、
特
に
6
5
歳
以
上
の

高
齢
者
等
に
対
し
て
は
、
発
病
予

防
や
重
症
化
防
止
の
た
め
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
定
期

接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
体
調
の
良
い

時
に
、
ま
た
、
治
療
中
の
病
気
が

あ
る
方
は
主
治
医
に
相
談
の
上
、

早
め
に
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
実
施
時
期

　
平
成
1
4
年
1
0
月
1
5
日
か
ら
1
2
月

28

冾
ﾜ
で

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
春
期
と

秋
期
に
実
施
し
ま
す
。
各
季
節
に

1
訓
ず
つ
接
種
し
ま
す
。
接
種
後
、

腸
内
で
増
え
、
1
5
～
3
7
日
に
わ
た

っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
壷
中
に
排
泄
さ

れ
ま
す
。
排
泄
物
の
取
り
扱
い
や

手
洗
い
な
ど
に
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ミ
ロ

・
∴
θ

　
　
’
，
’

　
ノ

〆’

e
θ

つ

’
　
、

■
実
施
対
象
者

①
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者

②
6
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

心
臓
・
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
を
有
す
る
も
の
（
身
体
障
害
者

手
帳
1
級
の
人
）
と
し
て
厚
生
労

働
省
令
に
定
め
る
も
の

■
実
施
方
法

　
個
別
接
種
1
回

　
個
人
負
担
1
0
0
0
円

■
実
施
医
療
機
関

．
町
立
病
院

　
青
柳
内
科
循
環
器
科

　
三
股
病
院

　
そ
の
他
日
向
市
内
の
病
院

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

　　　　　　　　ら⑨”二二こ”り

1
歳
熔

ぢ
0
ま
し
由
に

　
　
　
　
こ
う
め
い

三
浦
巧
明
く
ん
（
男
）

　
　
　
　
　
1
0
月
3
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
（
鶴
野
内
　
住
宅
）

父
　
岳
史
さ
ん

母
　
玲
奈
さ
ん

「
ず
い
ぶ
ん
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
な

っ
た
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
ぶ

り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
ヨ
。
」

寧郵

。

．
6

日
向
市
東
臼
杵
郡
医
師

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
鶴
野
内
の
青
柳
内
科
循
環
器
科

が
今
年
度
か
ら
在
宅
当
番
医
に
加

わ
り
ま
し
た
。

　
緊
急
の
際
は
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

今
月
当
番
日
　
1
1
月
4
日
中
月
）
〈
振

替
休
日
〉

平成14年度がん検診（後期）日程表結核・大腸がん検診日程表
期　　日　　　　会　　　　場　　　　受付時間

や　　す　　ら　ぎ　館…9：00～9：20

1鶴野内コミュニティセンター…9：30～9：40

八　重　原　公　民　館　　9：50～10：00

　前期検診の未受診者を対象に次のとおりがん検診

�ﾀ施します。都合の良い場所で受診してください。

@なお、乳がん検診は待ち時間短縮のため時間予約

ｧで実施します。受診を希望される方は、11月8日（金）

ﾜでに必ずやすらぎ館保健福祉課保健係（69－3367）

ﾜでご連絡ください。

y胃がん検診】

迫　野　内　公　民　館　10：20～10：40

10月30日　田　　野　　公　　民　　館　11：10～11：20

（水）　　羽坂生活改善センター　11：40～11：50

仲　　深　　公　　民　　館　13：00～13：ユ0 期　　日　　　　場　　　所 受付時間
iJA日向坪谷支所：13：30～13：50 11月11日（月）1寺　迫　公　民　館

i越　　表　　体　　育　　館…14：20～14：30 　　　　　　1P1月12日（火）　牧　　　水　　　庵 7：40～8：30

…下表中水流集会所 14：40～14：50 11月13日（水）iや　す　ら　ぎ　館

！下渡川集会施設 15：20～15：30

…中野原営農研修センター 9：00～9：10
【乳がん・子宮がん検診】

福　瀬　　公　　民　館 9：20～9：30 期　　日　　　　場　　　所 受付時間
10

r五玉舌改善センター…9・5・一1・… …牧　　水 庵19：00～9：30

庭　　田　　公　　民　　館．10：30～10：50
11月12日（火）…や　す　ら　ぎ　館…13：00～14：00

山ノロ集落センター　11：20～11：40 …山ノロ集落センター　15：30～16：00

11月の行事予定表地区巡回健康相談
期　日　　　　会　　　　　場　　　　　受付時間 期　日　　　場　　　　所　　　受付時間

．大　　谷　　集　　会　　所1 9：30～10：00 リハビリ教室
8日（金）

…小野田多目的集会施設 13：30～14：00
27日置水）シルバーセンター10：30～10：40

11日（月）や　　す　　ら　　ぎ　　館 9：30～10：00
育児サークル（ちびちびCLUB）

5日（火）　　　　　　　　　　　　1

山ノロ集落センター 10：00～10：30 19日（火）…やすらぎ館；10：00～12：00

@　　　1
15日（金）＿

1洛　　鹿　　公　　民　　館 13：30～14：00 乳児、3歳児健診
…中　　尾　　公　　民　　館…10：00～10：30

22日（金）．

@　　　　庭　　　田　　公　　民　　館　　13：30～14：00

　　　　　　　　　　1，@　　　　　　　　　…乳児（4、6、8、10、12ヵ月）

E・日・水）・やすらぎ館…，歳シll論13：00受付

@　　　1　　　　　　　　14：00～14：30受付i長　　崎　　集　　会　　所　　9：30～10：00

25日く月）日　田　尾　　集　　会　　所…11：00～11：30

i広瀬生活改善センター　14：00～14：30

…福　瀬　下　村　公　民　館i9：30～10：00
26日（火）　　　　2鳥　　川　　公　　民　　館：13：30～14：00

　宮崎県糟尿病シンポジウム「しのびよる糖尿病」　～打ち勝つ知恵を求めて～

@様々な分野から糖尿病を考えます。糖尿病でお

Yみの方や興味のある方、行ってみませんか？
､日時　11月10日（日）11：30～

､場所　県立芸術劇場
､内容　基調講演糖尿病予防対策パネルディスカッション

@※参加料、申し込みは必要ありません。

中野原営農センターig：30～10：00
29日（金）；　　　　　中　　一　　公　　民　　館　　13：30～14：00

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光1系⑲3901まで〉



　　　　　　コ⑪蝦8ご’，

土地の有効利用のために！

　土地は公共性・社会性を持つ限られた

資源です。国土利用計画法では、一定面

積以上の土地について売買などの取引を

行った場合、利用目的審査のため契約後2

週間以内に土地の所在する市町村の長を

経由して知事に届け出ることが義務づけら

れています。

～届出が必要な土地とは～

　1、市街化区域　2，000㎡以上

　2、1以外の都市計画区域5，000

　　m似上
　3、都市計画区域外　10，000㎡

　　以上
　土地の有効利用の実現のため、町民

のみなさんのご理解とご協力をお願い
します。

　お問い合わせば、企画調整課（TE
L69－3901）までお願いします。

▽
日
時
　
1
2
月
1
日
（
日
）

　
　
　
　
※
雨
天
中
止

　
　
　
　
開
会
式
　
午
前
8
時
3
0
分

　
　
　
　
試
合
開
始
　
午
前
9
時

▽
場
所
　
牧
水
公
園
テ
ニ
ス
場

▽
種
目
　
一
般
男
子
3
5
歳
未
満
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
歳
以
上
の
部

　
　
　
　
一
般
女
子
3
5
歳
未
満
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
歳
以
上
の
部

▽
参
加
料
　
5
0
0
円

▽
申
し
込
み
　
個
人
ま
た
は
各
団

体
の
代
表
者
が
申
し
込
む
こ
と

東
郷
町
ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
事
務
局

（
町
教
育
委
員
会
6
9
1
3
9
0
9
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
郷
謂
ふ
れ
あ
い

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

墨e撚10ho’ 燕ﾗ◎幽

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
2
0
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で

▽
場
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
心
配
ご
と
相
談
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
県
内
の
全
て
の
労
働

者
が
適
用
を
受
け
る
宮
崎
県
最
低

賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）
が
改

正
さ
れ
、
今
回
か
ら
時
間
額
の
み

と
な
り
ま
し
た
。

宮
崎
県
最
低
賃
金

●
時
間
額
　
6
0
5
円

●
効
力
発
生
日

　
　
　
平
成
1
4
年
1
0
月
1
日

※
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

る
労
働
者
は
除
く
。

第
5
4
回
人
権
週
間

　
1
2
月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で
「
人

権
週
間
」
で
す
。

　
人
権
週
間
の
由
来
は
、
昭
和
2
3

年
1
0
月
1
0
日
に
開
催
さ
れ
た
第
3

回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記

念
し
て
、
こ
の
日
を
「
人
権
デ
i
」
と

定
め
、
世
界
各
国
が
人
権
の
尊
重

と
擁
護
を
誓
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
わ
が
国
で
も
、
毎
年
1
4
月
4
か

ら
「
人
権
デ
ー
」
の
1
0
日
ま
で
を
人

権
週
間
と
し
て
、
人
権
意
識
の
普

及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
中
退
共
制
度
と
は
、
退
職
金
制

度
を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企

業
の
相
互
共
済
と
国
の
援
助
で
退

職
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
法

律
で
定
め
ら
れ
た
社
外
積
立
型
の

退
職
金
制
度
で
す
。
宮
崎
県
で
は
、

退
職
金
制
度
の
普
及
を
図
る
目
的

で
、
中
退
共
制
度
に
新
規
加
入
し
、

一
定
の
要
件
を
備
え
た
事
業
主
の

方
に
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
制
度
内
容
に
つ
い
て
は
、

宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
政
策
課
（
0

9
8
5
1
2
6
1
7
5
6
2
）
ま
た
は

延
岡
商
工
労
政
事
務
所
（
0
9
8

2
1
3
3
1
2
8
6
2
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

退
職
金
づ
く
り
は

中
退
共
制
度
で

　皆さん、こんにちは1

　今月から弄ノのコ　ナ　を載せていただく

ことになりました。これから毎月、ハワイ

の文化・習賃などの紹介やいろいろな経験

について紹介していきたいと思っています。

　
⑩

・
《
－

h
、
、

亀
亀
p

ど留
，
’
r

　曳一幌酬嗣
隔置h嗣」

　　　　　撫．’　襯。㎞劃

　　　　　幅藩曳轡
　　　　　　　　K認。瞳糀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハワイの地図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8碗コト蟷」西圃。σ日齪ごi
質問や話し合ってみたい事がある方は、遠露せずに声を掛けてくださいネ〃

「ハワイの紹介」

ゆ1・

　私が生まれ育ったハワイを紹介したいと思います。
【地理】

　ハワイ州は8つの主要な島で構成されています。ハワイ島近海の最深部r深さ5580m；からマウナケ
アー」頂（海抜4277m）までを合計すると9857mとエベレストの8828mよりも言いことになります。2

000年の人口昏惑τではハワイ州の人口は／121／，537人で／980竺からの20三間で25，6％エ諭＝

しましたゴ

【歴史】

　考古学的にハワイは紀元前にポリネシア人がカヌーで渡り住み着いたとされています。／775笠にイ
ギリスの探検家、キャプテン・クックが発見し．rサンドイッチ・アイランドーと命名しました。／818生に当

時の王、カメハメハ／世が各皇の呼び名を定め．それらを総称して、Fハワイ王匡一と耳んでいました。

　ハワイは／843狂にイギリスの支配から独立し、1893年にアメリカの商業資本に覆されるまで三ヨ

として栄えていました。ハワイ最後の女王は有名な一アロハ・オエ」を作曲したリリウオカラニ女王でした。

　／959年8月2／日にハワイはアメリカ合衆匡の50番ヨのッ1・…・1となりました。

【言語】

　ハワイ弛ではハワイ藷と英話の一つが公用語となっています。ハワイ話はポリネシア藷から派生した
国語で、5つの母音a，e，i，○，uと7つの子音h，k，1，m，n，p，wからなる／2のアルファベットと2つのアクセ

ント記号をイ吏います。

【距離】

　ハワイはカリフォルニアから3990キロ．E広から6430キロ．中Σから8／80キロ、フィリピンから

8820キロと、各匡から距離があり、地球上で最も孤立した人□密集地となっています。

皆さん、ちょっと遠いですけど．一度ハワイへ旅行に行きませんか？
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。
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護
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険
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六
期

鑑
朋

　　　　　消防署の方から
　　　　　来ました
　　　　　消火器は設置が
＾　＾　　　　義務付けられて

イ　，　　いますよ

　あたかも、消防署や郵便局、保健所などの公的機関からの訪問らしくよ
そおい、消火器や表札、避妊具、電話機などの商品を売りつける商法です。

　公的機関が各家庭を回って商品を売ることはまずありませんので、この
ようなときは、必ず相手の身分証明書の提示を求めて、本当かどうか確認
することが大切です。

不審に思ったら公的機関などに確認しましょう。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせくださいく企画調整課商工観光係⑲3901まで》



　　　　　　　　疏空写ご’り⑫

¢＠＠回臨㊨物魯

　」愚鶴野内保育園〔）愚

、ギ

驚

▲「かき狩りに行ったよ」

田野　稲葉野の

　　　　　すみれ
谷口　董さん（5歳）

父　覚さん
母　加奈枝さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ぶどう

○好きな遊びは何で

　すか？

　砂場遊び
○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　看護婦

｝
葦

懸
㌃

八重原　八重二上の
　　　　ナん　　と

徳森堅人くん臓）

父　重春さん

母　尚美さん

○好きな食べ物は何で
　すか？

　なし
○好きな遊びは何ですか？

　木のぼり

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　工事現場で道路をつ
　くる人

額

髪厳
罰
・

慧
。

▲「お魚天国」

眞頃質質頁頁賞質斜

月⑨誘騨
賞頃頁頁翼屡』頁罠質

セルピュア
　　　ウォーター・

　アメリカ航空宇宙局（N

ASA）がスペースシャト

ルに搭載した「逆浸透膜シ

ステム」という最新の先端

技術でろ過した“おいしい

水”を飲んでみませんか？

　現在、東郷ショッピング

センターいっきでは、セル

ピュアウォーターを飲んで

みたい方を募集しています。

詳しくは、いっきまでお問

い合わせください。

一水は、生命の源です一

腫
塁
ミ

●
～
嚢
　
；
隔一

」

　表
　多氏

　牧
　水
　の
都う
　た
甲の
欣解
　説

妻
が
眼
を
盗
み
て
飲
め
る
酒
な
れ
ば

惇
（
あ
わ
）
て
飲
み
む
せ
鼻
ゆ
こ
ぼ
一
つ

（
黒
松
）

　
こ
の
歌
は
昭
和
三
年
の
作
品
で
、
「
合
掌
」
と
詞
書
き
さ
れ
た

三
首
の
中
の
一
首
で
第
十
五
歌
集
『
黒
松
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。　

昭
和
三
年
と
い
え
ば
牧
水
が
四
十
三
才
。
前
年
、
五
月
か
ら

七
月
に
七
十
余
日
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
半
島
方
面
に
揮
毫
行
脚
の

旅
を
す
る
が
、
未
知
の
国
の
長
旅
で
牧
水
の
か
ら
だ
は
疲
労
困

懲
（
ぱ
い
）
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
健
康
状
態
も
思
わ
し
く
な
く
、

牧
水
の
生
命
で
あ
る
作
歌
に
も
力
が
こ
も
ら
ず
、
歌
の
数
は
極

端
に
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
醜
声
澄
幸
著
「
牧
水
百
歌
」
で
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い

る
。　

歌
の
意
味
は
「
妻
の
眼
を
盗
ん
で
飲
む
酒
な
の
で
、
あ
わ
て

て
飲
み
む
せ
ん
で
鼻
か
ら
こ
ぼ
し
た
」
で
、
痛
々
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
。
健
康
上
、
酒
は
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
朝

二
合
、
昼
二
合
、
夕
方
四
合
と
一
日
平
均
一
升
は
飲
ん
で
お
り
、

妻
や
家
族
の
眼
を
盗
ん
で
も
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
あ

わ
れ
な
姿
が
見
ら
れ
る
と
も
解
説
し
て
い
る
。

　
こ
の
歌
と
一
連
の
作
品
に
「
足
音
を
忍
ば
せ
て
行
け
ば
台
所

に
わ
が
酒
の
壕
は
立
ち
て
待
ち
を
る
」
の
歌
が
あ
る
。

　
牧
水
は
こ
の
年
、
昭
和
三
年
の
九
月
初
旬
か
ら
床
に
つ
き
、

十
七
日
の
朝
、
家
族
、
親
族
、
友
人
、
門
下
生
の
見
守
る
中
で

四
十
三
年
の
生
涯
を
と
じ
た
。
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